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第 二 温

ニトpPlt)セ t)ンの熟分一別=就て.

1 事暮 音

著書は1柵 こ於 てAトdyリセyシ7)熱分矧こ野
i [J

するiFILilJ･の考しい正及負放映劾梨に就き箱船L it-

:q･:∵ ･享:､て･∴ :I.lp:_::L: 一喜

計イオンに上る紬 棚 棚 さの柑 J¥鴇 l

諾 諾 ヱ'霊 諾 …諾 誓 :;芸諾 芸慧芸 コ
カ朱的な拾Hは夫称=ZFる｡ l

LF T位方法及結果

F.国印打身書uスポカをia策的.こ打Jtするり 丁

.Zt汝廿 FlgL1)にLるoZlftもfa確とFT一缶で

Rll n 'A叫 iaLヰ
Ttトyf一句を土師行
った- ト tl′ lt lI

(屈折申 ･tJ=11TIu)

1 ,, 諾 芸驚 誓 誓
シケーク-1こて5日?乾
矩した｡木がR蛙の農

具削土iaE的:古くなると
Hf775:tZliAとなら-定

前額桝を売ナ似即に分

解力:始iEろ鮎C,あって

この時'=ほを欄の淋繋
が的不jF.砧とT..･るので

有機 に上る与!力対正

を行J･'究分析且tが

aナぎてもキナぎてもzli告がBしくなる牡 4才色町

が見守される〇三I-y tIyに空ILてl三12J_

JW ぐが適書で掛 に つW にて行った,

誠実･=注文しtl並の評諒b:qaTなttJ珊 安生の再
現性lミ包めて旦SlでもそoiE宅はrt官1_L陳 に上る

ポこiにはLtlZ的の牡を拝.∫て琴薪を加へろ,
Figl2)I--ニトり タ七,y 】gJ=在韓yクAウ_

甘 Il だ FT 掛

り'-t一(-(.･'一㌧ケt4rJL

ル恥 'gを罷r足しは1-lil,で です致した特別?官
曲軽を示す,又-トpT,七,-のみのg合及之.こ
ii即 実X･JlLT<芋1-W 9L)､i相 弔(､=It.llOQ)

イダリ-滋EI識土･及セント= ツトを l-3㌔混
入Lた手合D I-'.='･ に放ろ分有畠規を(F.E 3)

に示ナB之等の荘加勝 つgEiNに.･ミ称二割lL天分
展性したカ:鶴鴨g!にbtては夫の如き仕J=乾吋を行っ
たO野ち･棚 於稚内の稚 廿に拝丘Lたia焦先か
らを入れコッタr3)先'=P=t- 甘蛸 L l_.PC

にてt'.I-q 分a相 性L某社ニト- A,七,ンを糾
I .

●tt'1=サヽトTJr■人■tIRゝ



it! P.tt■甘 J 沸 く℡ 弟ト_DJe
く吐血し額田LiQほに捗るのであるeこの仕上屯埠 htt･中和ナ引=辞すろ 1ヾ.Ta川 T の cCLとして

't･行はLlと打仔する恐土の水が=よb分事b:非常に 元でcTA･カIZB加J?社台が宗満水の尊台よりも自
性遭されるのでもってその一円と(FigJ に示す｡ 焦横内b:大C･る事L･_連日.=丘する｡

F,l古 土IE･r"'‥'n叫

lトトr
rLル｢又同Eに"1ウー!増加も杉7を示す益投を請いてユトE･yり-L'ウyのみの時と此暮たしたO
古j]文科の内快筆はそtLE]キ秒宇tb:あるので
そETl.舵 を知るES行った■卓特異を (f'S.a)に示
すe也ち完全にt堤Lた約1の 脚 ●ぐ に放る分辞
題ZEは極めて枚偵であるが領迦してある場合は分解
が非常'=だ甘せられるc
F{さらき書手 .すq

liJh水分宇Dtitlを丈に種3

するtSJつAにfaしたべ4･〆 Yノ･>ンタ和 ZIr二上り無水ニt.･yy
セ リJllkC及之'=萎i7k.ll10'[吐血

及苛性･/-{女真■_'も(0..)】しこ ZE

Zへ'=試料.?]_lI't●に放る分有を爪牙謙宕 邑

■二より求めた挿奈t,(Fzg.l･)に柏LfたC皇Attは宍料 1仙gcTJ分甲により生じた D7 考 案

… 約な考窮は≡讃●二着べる事とすろう元車内Hr

ェスナA現J;粉 fFl二は1) JP分子分書b,

- 棉 ;芸芸讐 ;…三…≡芸 岩綿やカ:もり.之等

カ:I:坤に投合して生じてゐるものでもろ～が呑舟常は_央

Jt>くの分解JE攻を持つ亀蛭故旧であるから,*符の似77は極

めてtl練?あってその内相を把Llは赤鬼でない8

この内.加水分取三組 に放ても生ず-るtSm伊エ

>ナルl二は常[=雀斑か :何だとなろ｡従来加水分解の研究はさJtの水中に放る分解を粥べたもろi:

多くこれは*府のI合とは苫1_l遠く且つ白妙 化と招煉分解のせt

71こ以ては不明'なおカ:多b.つた'粥へはIbBLr



疋M 史顎ZAD鞍窄史作L=村ナろ軒だ 18
で 知⊂ml†題の挺力下に作mしてゐても分解lこは輪

ど血逆効果が見られた事は. Oヾ'にJ:る日放叔化
Lt従来姐話されて果た投文辞lE助柴を持つものでな
し.叫が察せられる｡併ろ1=uラス.7- ･̂をiAi'ると
くFlg三及 -I)の如く分界曲挽t柑 悌憐向を7)-;ナo

托料まがラスウ-A-に上りJA触粥が卑し102の熊
化が長く行Iuしろと云▲.見解オ:とられたが若しさう

だとナttt三分群は兼初からニ t〃〆y七pyのみの

堵倉上ら大とならねはTJ:ちね.捷なし淵宅した鶴来
は何れも くFJg i)の如く.同過酸ではKクスウー

ルをZ托すると丑抗は瑚て少く,後淑4してこい一ダ

リtpy.?与の牡合より分解油密が大とTzる○この

理由として守一机まuクス如ialに現併せられた牧丘水

分の作掲を恥ヂる｡A1Uク'lJ七 'Jン中に前端ナる
h'0:の丑は開溝にて同一と十九は,yl京が仔在す
る時は .ヽI_(王臥牧せられ珊熊と証印熊を生じ之.i
三J･tH■')セリy桝こもって加水牙HLを促進ナ る｡

かくして果軌主翼生がIz)'城少するが次鰍=背はさ

れる水筆イオyの環白桃分解の横f如:鼓執こ執三九
てgL･3如くTLろものと考へろ中である8

(F】g3)に(tヨ'諸士.綿毛及セントクg-/ト況人

の水貫を,示したが∫放策士,及iは略取J-_現繊性強く

之軌 こ蚊潜せられた水分に上り分解が促港されるの

zb:妨-の妖冠であり,市=には之符は;1dTyセ

リンを抄化して相和ならしめ〝スの散逸を妨げ分解
生成韓を陀特する巧の促遜執弘 前三には勝北に上

るニトpgl1)セリン分子の柿含LfJL･f-の滅少等

が辞.ずられる｡(F'g-,)に蛸繋のみの分解郎束の-
例を示したオ:良く乾性したものは粗砂てtIかの分解

をnl.汁のふであるに圧し.ii;純塊の仕上正雄を行は

なかった功合は曲恨 llの如く点勧著しい搬出とな
4)

り10分復権′ト期を軽て急稚な分矧こ捗る｡この都

はガウス〇一,-の構台に推定したと間接 TO..の7k

分への琶牧に上るものであり総輪兼の串合は弁済生

成物に)111が多く之が 0_･を放って FOlとなる

巧飴計銀転となるものと考へられる｡捷小姓の価か
後にqスに甘巴 (:tI0_A,)が包められるのもこのZZで

もろ～e
かく細Jyiの現搬ttがその分場にTt大な彩管を約-

ろTFを知ったが,綿顎をニト･･ダリt･リyにil上人し

たときも掃持7)湖椎が可髄であり.ホモ測定OTJ抜身王

ち(Flg1)の如く仕上乾唖を行った名的柴と帯rは

ねものではその効果も大いに見ろ8を知るC強綿集
は牧淋性が少く且つユト｡yリセylに不群なるiS

その劾丑は少であるo

叉 tyトラ,)I/ト(J･?LAJL･111JL･尿素)は.

0ヾ=と反超して (0,を放出ナろのでガス蛮力の
与で分解過能の比Rはlil兼ねが分界b:日放的に連行

してんろ事は托書であり初期の分耕をも抑制十る効

果は少い｡布選では殆ど安定化作用はnJ･く寧ろその
-TIO_.L=計ナろ訊和性に上って分解を促遜する横内
すら訊められる｡

(Flg6)に荊した加水分弔効果J)的.Tん,19が

堺に水のJ*合より促過助-Aの大きいの1._.現官のL

ス- 剛 ヒに放ると同那 ~の奴拭執盤上Oもl-rl-
の敗 れのL))-a:芯かに大なる称を示ナ｡Farmer革に

よれ Jざlトロ七JL･L･-ズの加水分塀に於て OllrT.

Jt十の19日ht-の効果を持つと蓋ってゐる｡併し加水

分塀の桜月と生じた矧土OTr~を中和ナる喋であり.
牡て水の切合より裁九て来る常のものであるが.Zi:

居は必ずしも考一に行LttLず辛初の川【による分

解が大で肋 :添って来る慾であろうと思tHl.る｡文

中糾こより生じたLll性glの昧喋効男とも考へられるが

総帥虻ZJない｡

Jl-総 括

]) ･;トロク'リセyンq)軌分解に放る振切作用の
内 >101による日射鮒 との助祭よりも.故放水かこ

より鼓する水究イオンの加水分節効果の方が盃かに

正好なる役･Lqi･涙でろ8を殺めた○

空) 1嬬 :h 串的甥はその避け掛 t現別段のぶ･1

1.7ブt)セリ/にiZi入すると布iAに於る魚分解を著

しく促進する｡

乃) 攻#化 7=盛税額と先皇にだ妹した視とはその

黙分解曲田が非常にAり.敬.XLナる上方勧 りゝ2を

蚊牧して沸鮭になり後背しく加遡 された分矧こtl

ろ一

l) ニトF〆yt=リ1に水.脈及アルカt)を少丑
羅加して加水分解9)軌Aを鮫度紬 より挿J4た｡

r'･) i:A上牧丑水分の斯者な影野を並べたカ;とは電

定既を軸 する掛 =柑 二部驚し/Lけれほならね布を

示してゐる｡例へは水分が確仔すればTベルEil焦74

投では時間が娃超して37ミるが ダリTA又は-'JL･T

-,ソ紬 によれば分析し三郷て並行してみろ事が弗研
する8

1峯他称転句な榊 gFを堪った山1-.千雅雨救援並

びL=士faを頚劫せられた茂木氏に戻aLナろ｡

文 政

1) 火爺鳩甘鑑 36(Ⅰ9Lrl)e19

2) 巾へrlSchuZekIPharnlZeUtLSCheZel)(.73
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4) 赦 似 した秋風 D花市が Z Sくhlt')Z-tJSpTen=

26=62に准a

r') .lEo!S【17((he771ZEE)t)01(10恥)31Ln-

6)Sl】bm dFaTmeTJehem Soc (loot;)tTrJ9

第 三 溢

ニトロ2'lJセ1)ンの熱分解速度式

1 事暮 す

TIQ7lLnSkyl+_ S叩Ojn)kov と共にユト_Uタl)セリ

ンの熱分解をガス出港に上り恥宅し分解がJPか千度

Fq意 -A(什一･'まに従か枇 托め りこ.～,,hen
luコ式を通用して活性化エ ト̂ ･4'-を求めた｡之に

新しユIuTaCtJrは各iA東{･分塀拝式がAるからか▲

ろ方法を通用する机 土不可な勺とL文8分I別こ放る

淵 反歴の役附に放て態t:た｡叉71油日…kIは棚
倉群の助力撃を幹tElr=由託し分解生成権に1ろEl規

執常を罷め黙分析逆圧を何分子分欝と自損分群iE資
の和としてポはした】tLJ川nsheh､od は同封の迅

ま式を芳甜 こい,LE:合tかこも讃BJした.

3fiNはモftRlェスナJt,の黙分解 (丑火おより可成b
催い追証に放ての)に批き妨=鞍にせ捻結果を稚儲

したがその鈷果水分其他,托入物の形℡によりEl沸分
解をなす都を知ったので一粒的の鶏舎として nq王lr)一

書br河博の式を凍用Lや扱t5黒を遜rflしたo

lE 分 解 選 炭 式

淋分解は分子が焦キトシヤーを受けて細 工 ㌢ 心

ギーを増し一望卿 l=掌れば姑合*'破れて分解が

生じ?.+と多くの摂氏反感を甚て分解が麺拝しで)

くものでき り同舟予圧欝の蟻合はその油井は

(封 -tL(也-.) 川

にて示される｡こiに7ほ l玲Ⅶ捜7T/分界乱 aほ

生分解丑,klはaZ煙tiltlで鯛恥こは _lrrh的ItJS式

l】=lk-KJILT (2)

にて示されるが複耗Jt分子 に

k.-a-- ,(意 )(tT l)/,呈_エ), くじ)

を榊,+.べきであろう｡ILは構台自由正を讃Eます｡
次に分解生成物に1る鋲頼支類の巡EEは一般に

(i )空- ･n-I/･ (1)
で示されようが油ZAの た め n=n=Ⅰと出繋すると
皇分帯過咋は

(i )-(i).･ (i),
=丘.(all)十1′(a-I) く･f･)

桝分LlE0にて r≒0の喋件を入れて

LJ･ttだ (I-票 ,i)tl-I(i-a-･Z,

父-嘉 ｢仲 d~仇 り d)

之に時Ⅶと分解丑か粥辞去である.日下の考軒を初

期o)分解反ESにたるならば (与)式は

-I-f--A.小 一 7,

と甘くJlが出栗.之を紙分すれば (6)式と同型の
次式を村る.

才ニトくれ t) S,
く7)式の A-,klに _LrrheE"ul式を巧用して分解の

汚蛙北斗If-f-を求めうるo

u t駐笹との此倣稔村

山掛二相た (S)式に邦二相の括瓜を通用して見

よう○

若し分析が (S)式に畔ふな･叫rlog(L-Lconst)

と tの軌跡 i蔽強とrEる蟻である○この cOnStl

の求め方は前轍 (Fl宜 ヨ)の分耶血税にて こ1エゴ1,

1_.=160mmHgに封する持切 l'及 仁を澄めJzと
(_の井桁77叫 女ら として 18に封 十 和を求めると
(1羊(4.～,し∫f)/leJr(王.+モ_.)Iとして計3Tされろ｡
tは &】に示したlトーダ9-i.Vyにカブ1シー

ル 1%を加へて唱煉分析を生ぜしわた鋲魚につき上

F)計許を行欄 元すると (F,A l)の如く何ILも完

主な荘扱となる.伺叛前均天空の抜染を計井ナると
(Flg2)となる.銘肝唇とセント9日/T.租加の

租合は時=つのi8位となるが他は何rt.ち(H 式に

良く従 1.1
これt'の耽帆の傾軌ミk=即ち日掛 解の辿変ti
姓t,ヲ1はしてゐるがェ11[･yリヒリンは水平となっ

て周分子分解を行ふが他は何れも若干のEl儀分解を

示す.併し一迫的には旗船 群の曲資性故はせ分子
分解の夫lこ比L孟bLに小であるe

この屯操と- との交- (辛 )を- もので
上銭したtE故 C と一焚ナべきものである.約g抜

t･yトクリッ1を払加すると ぐ が著しく小となる



jEM 丸損軌S'恭'&宅ttl=Frすら研*

rJ
,T一ATl
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1
′

l

t･

t

/て,之等の榔

IZyO亡牧牧作FHlこ叢包するものであろう｡包まに;

ト℡ダyt9-+Ilq u チA1)-̂･のtJt式を示せ.

f夫D如くである○ 常任 z tT,mtlg∫:mm
l_yIOI Z三 ILt

JrrQWTl-1)122･ r= llL

7 I rr-1))2-50 Z=Ilb()･111-I)

130･ Z=135AJf'lJ )111,8 1327.lEEY吋

[-I)七,及 Allこ大々 r̂rhe.llul

-式セ通用してE=cLEIEtjt'r汲 Iー=

レ-1･EtTとLk甘ALII●1の曲iiを稚くと F'g3

となり散り71さ怒娘とは(;らhoこのDX因として

はa) 12ILⅠ抑 ぐ の摂いil東屯所にて

t圧に分解帆 :見つて果て乙る事b) 17'knl旧 式は空ELI:もって(;丈を用iべき事C) 分

界玉を似て荘'･)に分待暮と且qL一二I等がrけちれよう｡併し首qHE丘想i･Jl弔するr57)守折り

として!ト 丑こC3鴇丈て諸星Tちとして ZtF をff許すると衣式を柑る｡憲 :崇二::'笥 ."囚 t外-185
･



火 兼 鵜 舟 註 解Sを fl'･,1 2汝

てゐろ｡
併しJ-7eの fll又は E_.bl.如何frろ甘aを持つ
さは反為が吐合iF適正連であるbLら明牧な分解耕fI
式を樹立した後でなければ不明であって.上に云J

括肘 tL寸7L.f-も従って捷めて伽 の振合的なI

つの耶念にすぎねホ研主意すべきであるo

ll■Ee. ほ

l) 珊Klェえチr-の熱分解此Zkは畢分子分解と白

板分析の和として光はされるが.初期の分Fi題JFは

意 -Ll･A_l又は2-与⊂.り-1)
にて長く誠.'L_し得る事を述べたE>

空) 昌ト.,ブリt'リンのみの初台は指とE分子分

解とlzL.池上水分力対紹 するとEl頒分解がE立っ
て来るがその曲史較RはNL分子分解の夫に比し著 し

く小で去反塵は早か千分辞であることを砧めた.

3) 適正tEklこ r̂rhen■旧 式を適用して 19)'-
lL-･'ぐ に於 るニ ト.･ダ9119ンBl分子分栗の活性

化エ1-ル･ドーとして i･17kcnJ/mo】白桃分解の夫は

.ll.3kcal'nld をiuたっ
軽蔑榊 glを捲った山東艶辞に読.紺する｡

生 新
I)Tt呼nSky,Snpo】1Ft'Tk肌 Jofphrs.ぐhezTt2

(】tJJl)EO
1))]rllLlraOIZrぐ1日11leCLlrldl】Btlle29(193n)

F.il "'･".･叫 ¶L11

{)07
TI) li喝雌ky Ph)JZeJtSol､Je王.[(】932)610

1) 1Ilr.shcLl＼Od IlhezllSol(1tI21)I_'J.

第 白 兎

綿肇の過較化窒素ガ7.吸着tこ試て ー

Ⅰ 捕 首

l電撃が退所化宝菜 〝 ス (.Tu,又は ゞ,0.)を見(

幼稚ナろ7Pミ古くより知られ,lln皿Wagの者Bに
も定性的な榊 が見えるが.それに上ると ドり王It

相常に現済されると阿痔lこ自他 化的にも作用して

焼繋分子を取木的に朋垂せしめると云ふ｡者者t._妨

=軸にてヱ l"グ リセリンの芯温熱分解に於ては

＼lI=の白地緑化よりも白熊加水分解の艶笑が大な

る布を迷べたが.th熊に於でも恐らく8冊 土間-で

あろうと考へられるから苦 し挑架が汲犯しておtuだ

0ヾ= む現収 してfE柵放及相席となり反乱 ミ#F常に

狙tIが屯快状態では左柁苛しい作用を果したいので

はないかと推定した｡この推定の正否を砧める店と

今一･)は愈丑的な親好のダークを溌めて留守葺和田

を拾ずる切合の矢掛こする堤やサ汝を行ったもので
あり.三並の椀兼の各BE力下に放ろ平群城 丘,奴
隷適度.iA輩による現希丘の世化及吸廿に上る鵬化

別辞の王領ま噂を拍附した｡



疋E[I 火弔軸9'q宅定性(=Hする97だ

Tr 三耽邑装Z及方法

象8暮判定半荘の屯3Zi･Ftg lに示ナ

*鼓方法:FLJZ･1にて先づ Sたる石英17タン
11こ白金n Pを吊LNL筆的 9･hL･(竣ひ.まタ1L,
'Jトとして 1g)を入ELP王∩ にて姓峯下にた壌L

ll･,(.9以外の‥ タを皇茄肌 ､てIummllg以下

のコ峯とLまで G･仁ぐ.をLIAぢる.Ilに √捜
l(ヾl)親 +hrT38g+lt∋り22g)を入れ..tより.･.n

o･,JT_10▲を葡下し}'0 ガスを匙とせしめろ>_TIO
〝坤 ed,acl,)にて乾昧L,T)(ソイ 右京)に
て J-1,をとり,E(P2('･.)にて完全軽快し.ぐ､を

だ蔽してガスをダンタLに好さ新卒のBf力とナる,

之経 カttll'(水虫はD上軌 =Ji‥ イ′を放き
巾化を防ぐ)にて軸ろ｡夫に rltをFが'L･いt･許ざ
乾性各党を有人LFtOを封 として _Tl'11̂ ヽ.O.)と

TEナ衣にコ''タC-を徐々に淵さ牡辞を行はしめ.

この時7)応力S･出力計 )JにてZ*80叫 並は綻洩
Lttこ鼓してtKdlとL,即 ljtは‥ ●レ グの伸びを

カセトJ'-p-にてZFみそTLより故7Fする｡

qJF中書'=-ミ1-i!甘を3汁るカ:T即こて殆ど完
了するので考.'J!は 21時'Jとして中書脚 立を深安
した○

衣に干酌 的 事出方昏三･i-O･?ふE5時叫 き力を

pz慈よを入れて yり=-}'_日.+all)とした鼓.D堅
力を p,とナる.平井宅として ;川_及 .T.'.oL析
dスの稚 7)和をとろ事とすれば 2-Yい= _ゝ0.7)

堺I刊Fを求める必好がある｡今析Nは を ,とす
れば11書せZtは

[-LI
Kp三 PYeU･/L軸t=-7 .1P.･

J､L.として Lcw'S,Rユndコll-･EltermodynnMQI

r'沌1の取成を用ひ任せの蛮力及iA東に71ナるユを
計井して弼炎とL, p_･の荘l=野する或る温度での

Lを洪ろttば中ZF碁は

-サ ･10IP 叫 .8㌦サ(鴫 -)
となる,総これ上b対 された丑を如 lか仙UEら

ねが1才は一大なる全食掛二比し竺甘血t小である古.
ち無IEしてLtい8

夫にス111ダの伸び荷祁曲技はFlg:カbく完

封 こ正勝 となりそのBzEはOi'mgでもろ｡gm

か :少でもろと扶豊丘:多くなろつで隼だ苦は疑り正
Ftでrrい｡
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O JLJ.･-J _1Pti pI上n改変苛

48:I 48.1P,･._''
0 3t;6 172 月L=tl?℡書

許ではあ定が不正託になるのでけ レフト砂こ TI4 ･llq枕は1
e持し白金投にてHlしたがすると玖… にit r _ _
ナろ'=時LJ池野LSO-1LVIhTS もかiるのでさ

くのJL卓をZSLi9rzカった｡プi1(lt')丑 くけ
rty rlr:て文集曳兼を行った凍み環拝見脊Jt

であり郵■rこ毘兼Lb:たく.和書なt=AナL,i,

入衣魚を'-77ナものと息ほれるので Frg::には
勘繰でRLt欝の屯愁抜群曲投を稚いた｡

★tZBに上り府化真の任い娘実印多Jt･〇 二<0上
をq廿し.その世iL現先他LRは S 型に近く,

毛tr九操に依るものとTE労音れるが.配書が完
全には行ほれ掛 ､即.見栄丑に比例してゐろ耕

より考へて一部は和書和樹L二相 されてゐろ祁

A:tZE臆されるo

B) 敬甘通交

や架1圭tSE根室 1-=ZLHOcl及】r故ji姑句 (.TIz=
1ユ1700')古 200mgに分At120m'TllJgの.<0,re
ポ 7仰･TIrr'Ⅰは)を Blで にてEI書せしめた吟の賢

N題Eを FIg4 に示す.船簸tiⅠifJlfIに放き1t

垂設tを行った帝の史話遺糞である.,

この括史は Ba確h:i･bRIF遵¥式
Z三tJA

にJ&Jt撲}.が後期の瑚 はぜkLでもってこの式には

ニ77.IrILIJ ,..V.;I

従はI.!.珊 lま空utrsでq完丁するがやrくは苛F

椅h)の横内さ:ある.R期ⅦL=亙る現7T五つQ化を7-I:
す一例t･Fig.a.こ札ずたがJhE;筏'=聖書1-'_♯少
を始り 2'･8枚には img誠少する;之l+_ゝl)さJ二

王Ott兼が虎IEを受rlるぶ (･もろW:蓬ItJ)F化
の与では点化つ控fA=不卿 之に裁て まth=溺Dt
点 t)･こLウ姐ボナる.

C) ii虻に上る吸轍 か筆化

攻IJJ)iEt等化を見る+ほ現書換fttD上からt



･.･.･･- TL【r
fl>47 I又妾宅東の且qP･らも工¥であ
るが平作一二述するのに見時Nlを#

Lt虫が刃淵であるZ;こ▲では任迫で汲斤や衝に蓮せしわた
t!掛こ就き Flg lの娘正のFJllフリyg'の入

った廿を妨煮枕に入れ､この茶内に一定iAgrの油を

入れて世tiとし一時.q筏･?現計Aを以て.その1且薫に
煎る平群現計丑と見せした n=一時Ⅶ

汝tしても全く筆化がなむつ''=故である FigI;に.A.,:it頚捷兼 lt'7m8
I二分正lUlmmltgの 0ヽ..を 14cLf=て きlhrf現

計せしめたitfIを満天iZLtを上井せ

しめ犬◆一時槻 竹i一に掩った時の里方jLく

スブタン′D伸びによりTTTナ)を乳ミ

し各溺定製.=付した村 はそe)t汝7
tfFを示して乙る.キヨは_aZ]肌 こZrる捜ZiL鵬 .?結果でも 甫荘BEで扶切し

てゐたに的らiL帳繁か殆ど分早を示さなかった
のは_yll:に対すろ抜水性土:t

8tこ諾い事を示すものてもろ｡又 lゞl_IOit玉をS!化せし
わ'=38合の曲tBを FrE7
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Ot,7_n nO120 lT8 10UI LO｡7.5

乗A確 1/･5ニ〝1く5-7'23C)

応母Zh ll.I)7■d r･㌘(I)

で殆どt化ないが 只CBB拭tlJ:痢81こ灯して白市

し前群に具時nEtを挙した藍が此る,

し
Ⅳ 捷 括

]) 三gの紙筆につきtl+の挺力下に'E-fろ.Tn.～
又は ･､-:0.の刊f茨tJtを支思し略S塾に近い曲
ut･打た 大昂分7)･Ttn.･はqt事故廿に上り拝ざi3

ろが一語L三現当こ空事されてh]農芸ezZを行.JL_なけれ
ばIミttね ･

育-ち九ろが水玉tも又fr岸_1接見t:もろのて空耳

してもろと毛管内に■tと生じ瓦水分堺TJ巴と'=ろ 3
lq) 攻汀道東ltL= ;J･空のまに托1が止期には.

更に世tAとrrO鼓日後に哨 f=逢しそのZLyfひ減少
し始めろ】むら握Hlに 日ゞ.･に上る熊化が立拝して
ゐろも7)であろう｡

1) EIJ[丑1ミia丘上井と共'=韓軸 的lニ*,J,･L,
ZjB的確{･ ㌔ll..16Llmrlllkでは約 TII'く'てJjt甘丑
Leg;と(.･ろが ･h'0.1の郎力が下れば班甘-rろFn界泣
辞はEにqt下するd

r･) .TJll.1現有に上る胴 の酸化胡gIを.1ベ'=庄
】L･-er･.rlで i'ラE攻に_-3ぢ の#丑 010.の宝

来社D誠少を示した｡雅BEgトに分#Et'jlく,C埠鳩
巣lミ :<tI=に勤し相tに大さい泣沈性を持つ7rオ:河

調した｡

妓りに牡態鞍史書な好指iBを提つ'=山城 ■耗汝
'yl.LひI=Tf雄二教卓にt書し探益の諾JFセガナろ÷
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